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「水質汚濁に係る農薬登録基準値（案）」に対する意見募集の結
果について 

 

令 和 ４ 年 ○ 月 ○ 日 

環境省水・大気環境局  

  土壌環境課農薬環境管理室 

 

１． 意見募集の概要 

（１） 意見募集の対象農薬 

アフィドピロペン、シペルメトリン 

 

（２）意見募集の周知方法 

   関係資料を電子政府の総合窓口（e-Gov）に掲載 

 

（３）意見募集期間 

   令和４年４月 17日（日）～ 令和４年５月 16日（月） 

 

（４）意見提出方法 

  ・電子政府の総合窓口（e-Gov） 

・郵送 

 

（５）意見提出先 

   環境省水・大気環境局土壌環境課農薬環境管理室 

 

 

２．意見募集の結果 

（１）御意見提出者数 

・電子政府の総合窓口（e-Gov）  ３通 

・郵送             ０通 

 

 

（２）御意見の延べ総数  ４件  
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（別紙） 

No. 提出された御意見 御意見に対する考え方 

１ 

飲用水への成分含有量は計算上、わず

かとはいえ、含有されることに間違いあ

りません。このような有毒成分が含有さ

れれば、水の性質を悪化させ人体にも悪

影響を及ぼします。残念ながら現代の科

学レベルでは確認できませんが。ただ

し、少なくとも腸内細菌には影響を与え

るには、この数値でも十分だと考えられ

ます。その懸念を払拭するためにも、腸

内細菌への悪影響が全くないことを早

急に確認してください。 

 

水質汚濁に係る農薬登録基準の設定

については、水の利用が原因となってヒ

トに被害が生じないよう、食品安全委員

会で設定された一日摂取許容量（ＡＤ

Ｉ）を基に、飲み水に由来する農薬のば

く露により生涯にわたって人の健康に

影響が及ばないよう、基準値の設定を行

っています。 

いただいた御意見につきましては、食

品安全委員会に情報提供いたします。 

 

２ 

1,842 種（R3/3 末時点。殺虫剤 400、

殺菌剤 644、除草剤等 798）もの農薬成

分を承認しておきながら、確認するのは

単品の影響や数字のみで、実態を反映し

ていない。少なくとも、使用される農薬

は一か所で何百種もあることを考える

と基準値をさらに 100 以上の数値で除

す必要があるし、複数種の農薬の複合影

響についても、いつまでも「検証方法が

確立されていない」などという言い訳を

続けるのではなく、そろそろ検証すべき

時が来ているのではないでしょうか？ 

 

複数農薬へのばく露による影響につ

いては、現段階では国際的にもその評価

手法や考え方が検討されている段階で

あり、評価手法として確立したものはな

く、現時点では評価は困難であると考え

ています。今後も引き続き、最新の科学

的知見の収集に努めてまいります。 

なお、令和４年５月現在、登録されて

いる有効成分は約 600種類となっており

ます。 

３ 

農薬を使用しないというのが一番で

す。もし使用するならば、農薬の数を１

種類など減らしてください。 

 

農薬は、その目的や必要に応じて、使

用されるものと承知しています。 

こうして使用される農薬について、水

の利用が原因となってヒトに被害が生

じないよう、食品安全委員会で設定され

た一日摂取許容量（ＡＤＩ）を基に、水

質汚濁に係る農薬登録基準を設定して

います。 

 



 

令和４年６月24日 中央環境審議会水環境・土壌農薬部会農薬小委員会（第84回） 資料 

3 

 

４ 

飲料水にわずかとはいえ含有される

のに問題なしというのは信用できませ

ん。 

人体に悪影響がないとは言い切れな

いのではないでしょうか。 

水質汚濁に係る農薬登録基準の設定

については、水の利用が原因となってヒ

トに被害が生じないよう、食品安全委員

会で設定された一日摂取許容量（ＡＤ

Ｉ）を基に、飲み水に由来する農薬のば

く露により生涯にわたって人の健康に

影響が及ばないよう、基準値の設定を行

っています。 

いただいた御意見につきましては、食

品安全委員会に情報提供いたします。 

 

 


